
問合せ　教育センターへ☎2956-2299

西中学校　1年生
今までよりも家庭学習の習慣が身に付きまし
た。勉強が苦手なのでとても助かりました。
学んだことを2学期に活用したいと思います。

子どもたちの分からないを分かるに変える！

各講座の申込みは学校から配布されるチラシをご確認の上、教育センターへ

■小学生茶レンジスクール
　日時　毎週月曜日
　場所　各小学校の教室
各スクールの申し込みは、教育センターホームページをご覧ください。

■中学生茶レンジスクール　4年度冬季集中講義
　日時　5年1月4日㈬～6日㈮（全3回）
　場所　各中学校の教室など　

　市では、小・中学生の学力向上と家庭学習の習慣化を目指して、学校の授業以外
に学習ができる場として「さやまっ子・茶レンジスクール」を開講しています。
「自宅では勉強に集中できない」「分からないことが聞けずに困っている」など子ど
もたちの学びをサポート。学習塾の講師などが丁寧に指導しています。
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受講者の成績もアップ
　4年度中学生夏季集中講義で
は、事前テストと事後テストで
各学年全ての平均点が、アップ
しています。
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4年度夏季集中講義に参加した中学生の感想

中央中学校　3年生
数学では解答のコツなどを学ぶことができま
した。国語は入試に向けた作文対策もしてく
れて、自分一人ではやりにくいことができた
のが良かったです。

3年度に参加した小学生のアンケート結果

講師の先生の授業は分かりやすかったですか？

■…事前テスト
■…事後テスト

オンラインによる英検対策講座（全6回）と、夏
季・冬季に国語・数学・英語の集中講義（全9回）
を実施しています。
※�4年度のオンライン英検対策講座は終了しました

中学生茶レンジスクール

4年生を対象に、少人数による算数の学習を年
に20回開催しています。

小学生茶レンジスクール

さやまっ子・さやまっ子・茶茶レンジスクールレンジスクール
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狭山市は生活も事業活動も応援します！
コロナ禍

か

における原油価格・物価高騰等総合緊急対策

◆生活応援！住民税均等割のみ課税世帯に対する臨時特別給付金
第3弾

　家計への影響が大きい低所得世帯への支援として、全国一律で住民税非課税世帯に5万円が給付されます。市では独
自の支援として、国からの給付の対象外である住民税均等割のみが課税されている世帯へ5万円を給付します。事業の
詳細は、決定次第改めて周知を行います。
対象　4年9月30日現在、狭山市に住民登録があり、世帯全員の4年度住民税が均等割のみ課税となる世帯
※国からの給付金の対象世帯は、市からの給付金の対象外です
問合せ　給付金については臨時特別給付金プロジェクトチームへ 0120-810-900
　　　　住民税については市民税課へ内線1091 

◆生活応援！省エネエアコン普及促進補助金【追加】
第4弾

　家庭におけるエネルギー費用負担を軽減するとともに温室効果ガスの発生を抑制するため、省エネエアコンへの買
い替えを支援します。
対象機器　統一省エネラベル4つ星以上、省エネ基準達成率114％以上
補助金額　基準額2万円(最大4万円。市内店舗で購入した場合2万円を加算)
※16ページに関連情報あり
問合せ　環境課へ内線3671

◆生活応援！子ども子育て応援金
　家計への影響を受ける子育て世帯の負担を軽減するため応援金を給付します。事業の詳細は、決定次第改めて周知
を行います。
対象　児童手当支給対象世帯(中学校卒業までのお子さんを養育している世帯)
金額　児童1人当たり1万円（12月下旬給付開始予定）
問合せ　こども支援課へ内線1536

◆事業者応援！運送事業者支援金
　原油価格高騰の影響を受けている市内の運送事業者に対し、事業継続のために支援金を給付します。
問合せ　産業振興課へ内線2553

◆事業者応援！障害者支援事業所支援金
　光熱水費などの物価高騰による事業運営に係る支援として、一部の障害者支援事業所は、県から支援金が給付されま
す。市では独自の支援として、これに準じる他の障害者支援事業所にも支援金を給付します。
対象　障害者支援事業所、障害者相談支援事業所
問合せ　障がい者福祉課へ内線1592

・プレミアム付きチケット（商品券）を発行　・省エネエアコン普及促進補助金　・保育所や幼稚園、小・中学校の
給食材料費などを補助　・狭山市ビジネスサポートセンター相談支援体制を強化　・水道料金の基本料金を免除
・交通事業者への事業継続のための支援金

予算総額
　　751,932千円！

　コロナ禍における原油価格・物価高騰は、市民生活や
地域経済に大きな影響を与えており、国や県による支
援が行われていますが、市としてもきめ細やかな独自
の支援を行います。

これまでの支援

広報さやま 2022.11月号　　■市役所☎04‐2953‐1111（代表） 04‐2954‐6262　開庁時間 平日の8時30分～17時15分
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